
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
事業 1 2 1 1 3 6 3 2 4 3 1 8

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — — 6 .5 9 .4 1 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
件 8 1 1 1 6 2 0 2 4 3 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 2 3 .2 1 3 .6 1 7 .6 1 7 .1 1 7 .1 3 0 .0

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 項目】
新規の公民館事業の講座数

【 説明】
新規に企画し た公民館事業の講座数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
公民館講座新規参加者の割合

【 説明】
公民館講座に初めて参加し た者の割合

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

中央公民館

・ 進捗は順調です。
・ 青少年対象13事業、 子育て対象8事業、 成人対象19事業、 高齢者対象3事業と 、
　 様々な世代に事業を 実施する こ と ができ ま し た。
・ 令和2年度から 公民館事業の実施方法の見直し に着手し た結果、 新規事業への
　 取組環境が大幅に改善さ れま し た。 引き 続き 、 事業の改善を 図り ながら 新規に
　 企画ができ る よ う 努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

評価理由

【 担当課】

中央図書館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度には4点の郷土資料を 撮影し 、 著作権等を 確認し て図書館ホーム ペー
　 ジに公開し ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

中央図書館

・ 進捗はおおむね順調ですが、 令和5年度の実績値が前年度のも のと 比較し て横
　 ばいな状態です。
・ 非来館型サービ ス である 電子書籍の利用登録者が増加し ていま す。
・ 小学校低学年の来館者は、 保護者と 一緒に事業に参加する 家庭が増加し ている
　 傾向にあり ま す。
・ 小・ 中学生の図書館利用のき っ かけと なる 、 読み聞かせや本を 紹介する 事業を
　 実施する こ と で、 小・ 中学生の図書館利用率増加に努めま す。

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小・ 中学生の図書館利用率

【 説明】
小・ 中学生の人口に対する 実利用者数（ 当該年度
中に1回以上の資料貸出者） の割合

単位

指標３

指標４

【 担当課】

中央公民館

・ 進捗は順調です。
・ 公民館事業の実施方法の見直し を 行っ た結果、 新規事業の取組が活性化さ れた
　 こ と や包括連携協定等を 活用し たこ と で、 住民のニーズをよ り 捉えら れる よ う
　 になっ たこ と が一つの要因で、 順調に進捗し ていま す。 引き 続き 、 事業の改善
　 を 図り ながら ニーズを 捉えた事業の実施に努めま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
デジタ ルアーカイ ブの公開件数

【 説明】
市立図書館が所蔵する 郷土資料を 、 ホーム ページ
上で自由に閲覧でき る よ う にする ため、 デジタ ル
化し 公開し た件数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
点／年 8 2 3 3 9 2 5 0 2 2 8 5 1 5 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 7 .0 9 7 .3 1 0 0 1 0 0 9 6 .7 1 0 0

【 担当課】

博物館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度は、 各展覧会での公開資料点数を 増やし 、 館蔵資料を 積極的に活用し た
　 ため高い実績値と なっ ていま す。
・ 今後も 展覧会で館蔵資料を 有効に活用する と と も に、 ホーム ページやＳ Ｎ Ｓ によ り
　 館蔵資料の魅力を 発信する など 新たな公開方法を 検討し 、 目標値を 達成でき る よ う
　 努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

博物館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ていま すが、 高い水準を 保っ
　 ていま す。
・ 満足度向上のため、 引き 続き 、 市民のニーズを 取り 入れながら 、 魅力ある 事業の
　 実施に努め、 講座内容の向上に取り 組みま す。

【 項目】
博物館講座・ 教室受講満足度

【 説明】
受講者アン ケート において「 大変良かっ た」 「 良
かった」 と 回答のあっ た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標６

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 項目】
展覧会での館蔵資料の公開点数

【 説明】
展覧会で公開し た館蔵資料の点数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
指標５
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総合評価

A

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標１ と 指標２ に係る 公民館事業については、 高い実績値を 保っ ており 、 生涯
学習活動の推進のための取組が順調に進んでいま す。
　 し かし 、 指標４ の「 小・ 中学校の図書館利用率」 については、 近年、 現在値に対し
て実績値が下回る 状況が続いてま す。 図書館利用率を 増加さ せら れる よ う 、 令和4年度
に策定し た「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づいた取組を 進め、 実績値
の向上に努めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 小・ 中学生の図書館利用率が低いのは、 図書館自体の数が少ないこ と が原因の一つ
　 にある と 考える 。 図書館自体の数を 増やすのは難し いと 思う が、 地域連携や市内の
　 公共施設に図書を 分けて置く など 、 こ ど も たちが身近に図書に触れら れる 環境づく
　 り の取組も 進めていただき たい。
・ 公民館の事業について、 今後も 様々な世代が参加し やすい環境を 整えていく こ と も
　 必要である 。
・ 複合施設の中にある 公民館については、 他の業務が多岐にわたる ため、 公民館の業
　 務が後回し と なっ ている 印象を 受けている 。 学校と の連携も 少ないと 感じ ており 、
　 今後は公共施設と し て、 横のつながり も 意識し て取り 組んでいただき たい。
・ 公民館の講座開催等を 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人等の外部の団体に任せる など 、 団体を 活用し て
　 いく 工夫も 今後必要である 。
・ 公民館や博物館等の社会教育施設の改修は重要であり 、 施設が綺麗に更新さ れる こ
　 と で、 入館者の増加にも つながる と 考えら れる ため、 今後も 計画的に進めていただ
　 き たい。
・ 博物館と 学校と の連携は成功し てき たと 思う が、 今後は、 時代の変化も 踏ま えて川
　 越を 取り 巻く 環境にも 注視し ながら 、 観光客を 意識し た視点を 持っ て運営し ていく
　 こ と も 必要である 。

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 公民館運営協力委員会を 開催し 、 情報提供等を 行っ て意見を 聴取し 、 市民へのき め細かな学
　 習機会の提供に生かし ま す。
・ 公民館職員の研修を 実施し 、 社会教育活動指導者と し ての意識向上及び学習事業の主催者や
　 コ ーディ ネータ ーと し ての技術向上を 図り ま す。
・ 公民館事業の実施状況について、 公民館運営審議会等の協力を 得つつ、 自ら 点検及び評価を
　 行い、 その結果を 地域住民に対し て公表し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 令和5年度においても 全公民館職員を 対象に、 Ｓ Ｎ Ｓ 等を 活用し た事業の周知方法につい
　 てス キルアッ プを 図る 研修を 実施し ま し た。 事業改善のス キ ルを 習得する 研修を 引き 続き
　 実施し ていき ま す。

細 施 策 ①ラ イ フ ス テージにおける 課題や現代的課題の学習

施 策 の 内 容

・ 健康や環境、 防災、 多文化共生、 情報革新と いっ た社会情勢に応じ て変化する 課題に対応し
　 た講座等を 開催し 、 地域の特色と 社会の要請に応じ た学習機会を 提供し ま す。
・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 公民館においても 地域と と も に取り 組んでいける よ う 、 課題解決に対応し た講座
　 を 実施し ま す。
・ 川越の自然、 歴史、 文化、 環境など を 学び、 地域に対する 関心を 高める ため、 地域学習事業
　 を 推進し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

細 施 策 ②生涯学習活動の拠点と し ての公民館の運営

(1 )市立公民館の充実
担当課

中央公民館

担当課

中央公民館

・ ラ イ フ ス テージにおける 課題や現代的課題の学習の事業 286事業実施 延べ参加者数
　 28, 679名

・ 実施し た事業は令和4年度の293事業から 7事業減少し ま し たが、 延べ参加人数は9, 833人
　 増加し ま し た。 高校生対象の消費者教育や高齢者向けのス マホ講座など 、 各世代の現代
　 的課題に応じ た事業を 実施し ま し た。

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と によ り 、 未実施の事業数は令和
　 4年度に比べ減少し たため、 今後は、 現役世代や新規受講者の増加を 図る こ と が課題と
　 なっ ていま す。

・ 事業実施において、 電子申請での申込、 抽選方式の採用、 土日平日夜間の事業開催等を
　 検討し 、 様々な世代がよ り 事業に参加し やすい環境を 整えていき ま す。

・ 公民館運営審議会 4回
・ 公民館運営協力委員会　 27回（ 14委員会）
・ 公民館職員研修 初任者研修 1回、 事業改善研修 1回
・ 事業の実施状況の公表 令和4年度公民館事業記録を 作成し 、 公表

・ 各公民館運営協力委員会において聴取し た意見を 参考に、 各館において実施事業の改善に
　 取り 組んでいま す。

・ 現在実施し ている 職員研修は、 関係法令等の知識習得を 主と し た初任者研修が中心と なっ
　 ており 、 実施事業の改善には研修を 通じ て職員を 育成する 必要があり ま す。
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 身近な学習施設、 地域活動の拠点と し て公民館を 整備し 、 地域の実情に合わせ、 施設の複合
　 化等を 検討し ていき ま す。
・ 地域の学習拠点と し ての機能を 発揮する ため、 公民館施設の修繕や施設設備の更新を 行い、
　 誰も が利用し やすい快適な施設環境を 提供し ま す。

地域教育支援課・ 中央公民館

令和5 年度の
主 な 実 績

【 地域教育支援課】
・ 川越市霞ケ関北公民館改築工事実施設計、 川越市霞ケ関北公民館建設予定地地質調査業務
　 委託
【 中央公民館】
・ 川越市霞ケ関公民館ほか空調設備改修工事
・ 川越市山田公民館男子ト イ レ 改修工事
・ 空調設備更新（ 6公民館）
・ 修繕実施件数　 101件（ 要望件数　 108件　 実施率94％）

現 状 ・ 課 題

【 地域教育支援課】
・ 令和4年度に基本設計、 令和5年度に実施設計及び地質調査を 行いま し た。 令和6年度よ り 市
　 民部地域づく り 推進課へ所管替えと なり 、 仮称霞ケ関北市民セン タ ー整備事業と し て、 整備
　 する こ と と なり ま し た。
【 中央公民館】
・ 大規模な空調工事と ト イ レ 洋式化改修工事を 各1件実施し ま し た。
・ 設備の古く なっ た空調を 6公民館について更新する こ と ができ ま し た。

【 中央公民館】
・ 施設の老朽化が進んでいる こ と から 、 今後も 突発修繕に対応し ながら 計画的な修繕を
　 進めていく 必要があり ま す。 （ 修繕実施率94％）

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 中央公民館】
・ 施設修繕については、 利用者の安全第一の部分（ ラ イ フ ラ イ ンや空調機） を 今後も 優先的に
　 実施する よ う に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 空き 部屋を 活用し た自主学習の場づく り のための取組　 4公民館　 延べ参加者数 2, 829名

現 状 ・ 課 題

・ 地域の実情に応じ て、 4公民館で試行的に実施し 、 延べ参加者数は令和4年度の825名から
　 大幅な増加と なり ま し た。

・ 事業の実施は使用率にも 影響さ れる こ と から 施設の使用率の高い施設では取り 組みづら い
　 状況です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 空き 部屋の活用を 試行的に実施し ながら 、 施設利用率によ ら ない図書コ ーナーやロ ビ ーと
　 いっ た共有ス ペース を 活用し た環境づく り を 進めま す。

細 施 策 ④公民館の設置及び既存公民館の整備

細 施 策 ③公民館を 活用し た子ど も の居場所づく り の推進

施 策 の 内 容
・ 行政と 地域の団体や住民等が連携・ 協働し 、 放課後、 子ど も たちが勉強やス ポーツ 、 文化活
　 動を 行える 居場所づく り を 推進し ま す。

(1 )市立公民館の充実
担当課

中央公民館

担当課
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 市民の多様な学習活動に即し た講座や講演会等の事業を 推進し ま す。
・ 読み聞かせボラ ン ティ アや関係機関と 連携し 、 子ど も が読書に親し む環境づく り に努めま
　 す。
・ 図書や図書館への興味・ 関心を 持たせる ため、 市立図書館職員の学級訪問等を 通じ て、 読書
　 活動の推進に努めま す。
・ 小・ 中学生に薦めたい図書のリ ーフ レ ッ ト を 作成し 、 児童生徒が読書に親し む環境の充実に
　 努めま す。

細 施 策 ①図書館サービ ス の充実

細 施 策 ②図書館を 利用し た学習活動の推進

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 蔵書数4館合計　 883, 563点
・ デジタ ルアーカイ ブのコ ン テン ツ 数　 24点
・ 情報提供サービ ス 　 6, 603件（ 中央）
・ 図書・ 雑誌・ 視聴覚資料等の貸出　 1, 407, 549冊
・ 障害者等への郵送貸出サービ ス 　 図書等　 219点
・ 情報提供サービ ス の事例公開件数（ レ フ ァ レ ン ス 協同データ ベース ） 　 6件
・ 電子書籍　 貸出延べ回数　 16, 140回、 登録者数　 14, 073名
・ 相互貸借　 貸出冊数　 4, 966冊、 借受冊数　 9, 318冊
・ 川越市民の相互・ 広域利用貸出冊数　 223, 509冊
・ 学校への図書団体貸出　 小学校　 4, 644冊、 中学校　 635冊、 高校　 229冊

現 状 ・ 課 題

・ 図書館の収集方針に基づき 、 市民の要望に沿っ た資料の収集に努めていま す。
・ 近隣市町図書館と の相互貸借を 行い、 市立図書館に所蔵が無い資料も 利用者に提供し ていま
　 す。

・ 電子書籍の充実や郵送貸出サービ ス など 、 特に非来館型サービ ス への要望が多様化し てい
　 ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 利用者の要望に応えら れる よ う 蔵書の充実に努めま す。 郷土資料の有効活用を 図る ため、
　 引き 続き 、 デジタ ルアーカ イ ブのコ ン テンツ 数の増加や情報提供サービ ス の事例公開に取
　 り 組みま す。
・ 利用者から の多様化する 要望に応える ため、 各種図書館サービ ス の充実に取り 組みま す。

施 策 の 内 容

・ 地域の情報拠点と し て、 こ れま で以上に図書館サービ ス の向上を 図る 取組を 推進し ま す。 ま
　 た、 図書館利用に困難があ る 人に配慮し た図書館サービ ス を 行い周知に努めま す。
・ 市民の多様な要望に応える ために、 各分野の資料の収集に努め、 地域資料を 整備し ま す。
・ 地域に関する 情報提供サービ ス の事例を 公開し 、 貴重な郷土資料の有効活用を 図り ま す。
・ いつでも ど こ でも 利用可能な電子書籍の拡充や情報のデジタ ル化を 推進し ま す。
・ 近隣市町と の図書館相互・ 広域利用及び大学や市立小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
　 校図書室等と の連携を 図り ま す。
・ 児童生徒の調べ学習及び読書活動推進等に向け、 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進し
　 ま す。

(2 )市立図書館の充実
担当課

中央図書館

担当課

中央図書館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 講座及び展示等（ 郷土資料解題講座、 映画会、 各種おはなし 会など ） 　 957回開催
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト 配布　 小学生用　 4回、 中学生用　 1回

現 状 ・ 課 題

・ 読み聞かせボラ ン ティ アや関係機関と 連携し ておはなし 会など の事業を 実施し ていま す。
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 学習活動を 推進し ていま す。
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト を 配布し ていま す。

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に沿っ た事業の推進を 、 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 関係各課と 連携し 、 学習活動を 推進する 必要があり ま す。
・ 中学生の利用率が低いため、 図書館利用の方策を 検討する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に関連する 各種事業について、 課題の整理を 行いま す。
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 学校への団体貸出冊数や児童図書貸出
　 冊数の拡大など に取り 組みま す。
・ 学習活動推進のため、 調べ学習など で図書館利用を 促進する よ う 、 学級訪問等の機会にＰ Ｒ
　 を 行いま す。
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 企画展「 も ののふの美」 　 入館者数6, 247名（ 令和5年度分）
・ 収蔵品展「 資料で見る 戦争と 川越」 　 入館者数6, 641名
・ 埼玉県名刀展「 大名家のお抱え刀工」 　 入館者数4, 606名
・ 企画展「 酒と 宴」 　 入館者数11, 677名
・ 館蔵資料公開「 職人の道具」 　 入館者数2, 013名（ 令和5年度分）
・ 年間入館者数57, 041名（ 前年度比87. 2％）
・ ホームページに収蔵資料紹介コ ーナーを 新設
・ 「 受付脇展示ケース 」 や「 ふる さ と のま つり コ ーナー」 の展示情報を Ｓ Ｎ Ｓ で発信
・ 展示模型の補強改修を 実施し 、 キャ プショ ン を リ ニュ ーアル

現 状 ・ 課 題

・ 令和5年度の博物館の入館者数は、 令和4年度と 比べて8, 370名の減少と なり ま し た。
・ 令和5年12月4日から 令和6年3月15日ま でト イ レ 工事によ る 休館期間があり ま し た。

・ 休館中でも 、 博物館の展示に興味・ 関心を 持っ ても ら える よ う な情報発信の手法の検討が
　 必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 受付脇展示ケース やふる さ と のま つり コ ーナーの最新情報を 引き 続き ホームページや
　 Ｓ Ｎ Ｓ で発信する と と も に、 川越シャ ト ルのデジタ ルサイ ネージへ展示情報の掲載を
　 検討し ま す。
・ 小・ 中学校の学習にも 活用でき る こ と から 、 展示・ 館蔵資料の情報を ホームページや
　 Ｓ Ｎ Ｓ を 通じ て発信する こ と について、 引き 続き 検討し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 中央図書館については建設から 40年、 西図書館及び川越駅東口図書館については建設から 22
　 年経過し ており 、 冷暖房設備など 各種設備の計画的な改修を 進めていま す。

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に沿っ た事業の推進を 、 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 全図書館を 対象と し た計画的な改修を 検討し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ク ラ ッ セ川越の施設の修繕箇所を 調査し 、 庁内関連課の協力を 得ながら 、 図書館の改修計画
　 策定に向け準備を 進めま す。

細 施 策 ①展示機能の充実

施 策 の 内 容

・ 多様化する 市民の学習活動への対応と 観光に貢献する 施設と し て、 常設展示の充実を 図り ま
　 す。
・ 新たな研究成果を 反映さ せる と と も に、 学びやすい展示など 、 魅力的・ 効果的な企画や展示
　 機能の充実に努め、 市民はも と よ り 市外から の来館者の増加を 図り ま す。

(3 )市立博物館の充実
担当課

博物館

(2 )市立図書館の充実
担当課

中央図書館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 中央図書館管理者用エレ ベータ ー改修工事実施
・ 西図書館事務室系統空調設備改修工事実施
・ ク ラ ッ セ川越受変電設備制御機器等改修工事実施
・ 中央図書館非常放送設備交換修繕
・ ク ラ ッ セ川越自動ド ア駆動部及び防護柵取付修繕

細 施 策 ③図書館施設運営整備事業の推進

施 策 の 内 容
・ 時代のニーズに応じ た図書館運営方法について検討を 進めま す。
・ 老朽化し た施設・ 設備の整備、 改修を 計画的に実施し ま す。
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【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

関連指標

指標５

現状

課題
現 状 ・ 課 題

・ 講座教室等の事業開催件数は、 令和4年度の27件から 5件増えて32件と なり ま し た。
　 学校利用数は、 令和4年度の304校から 19校減少し 285校と なり ま し た。
・ 令和5年12月4日から 令和6年3月15日ま でト イ レ 工事によ る 休館期間があり ま し た。

・ 今後はそれぞれの事業の実施内容について充実を 図り 、 参加者の満足度を 高める ための検討
　 が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 各種事業の実施内容について博物館を 利用さ れる 方々によ り 満足いただける よ う 、 講師と の
　 事前協議や担当内で新事業の検討を 重ねて改善に努めま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 今後も 貴重な郷土の歴史資料について系統的な収集を 行う と と も に、 館内の収蔵環境が良好
  に保てる よ う 、 資料整理計画に基づき 、 物品・ 資料の効率的な収納を 進めま す。
・ 恒常的な収蔵ス ペース の確保に向け、 市所有の未活用施設等の情報収集に努める など の取組
  を 行いま す。

細 施 策 ③教育普及事業の充実と 学校教育と の連携強化

施 策 の 内 容

・ 社会教育施設と し て、 幅広い世代の学習要求に応えら れる 多く の事業を 展開する と と も に積
　 極的な情報発信を 行い、 市民の利用機会の向上を 図り ま す。
・ 児童生徒が川越の歴史や文化等に興味や関心を 持つこ と ができ る 学習活動の更なる 充実を 図
　 り 、 学校教育と の連携を 進めま す。

担当課

博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 講座教室等の事業開催件数　 32件、 参加者数1, 131名
　 （ 大人向け事業 参加者数834名、 こ ど も 向け事業 参加者数297名）
・ 教育活動の一環と し て博物館を 利用し た学校数　 延べ285校・ 参加者数24, 176名
　 （ 市内延べ94校・ 参加者数7, 801名、 市外延べ191校・ 参加者数16, 375名）
・ 出前授業の実施数　 市内小中学校96学級
・ 「 のぞいてみよ う 　 人々のく ら し のう つり かわり 」 展　 入館者数2, 827名

施 策 の 内 容
・ 川越の歴史と 文化に係る 資料の収集・ 整理に努める と と も に、 その保存と 活用を 図り ま す。
・ 資料を 保存する 収蔵庫については、 収蔵能力が不足し ている ため、 効率的な収蔵保管に努め
　 る と と も に、 新たな収蔵施設の確保を 検討し ま す。

(3 )市立博物館の充実
担当課

博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 寄贈資料205点　 購入資料18点（ 収蔵資料の累計41, 657点）
・ 資料・ 物品の整理、 点検作業の実施
・ 資料整理マニュ アルおよ び資料整理計画の整備

現 状 ・ 課 題

・ 郷土資料の収集・ 整理に当たっ ては、 限ら れた収蔵ス ペース を 効率的に運用する ため、 資料
　 整理マニュ アルに基づき 整理作業を 継続的に実施し ていま す。
・ 館外収蔵ス ペース については、 旧あけぼの・ ひかり 児童園、 旧吉田学校給食センタ ー、 砂中
  学校金工室を 使用し ていま すが、 いずれも 収納面積が狭く 、 保存環境も 悪いため、 暫定的な
　 利用に留ま っ ていま す。

・ 膨大な資料の整理作業を 進める ため、 計画的に行う 必要があ り ま す。
・ 今後収集し ていく 資料の保管場所の確保およ び、 暫定的に利用し ている 収蔵施設が使えなく
  なっ た場合を 想定し 、 恒常的な収蔵施設の確保について引き 続き 検討が必要です。

細 施 策 ②郷土資料の収集・ 保存

その他の関連指標：指標６
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【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

施 策 の 内 容

・ 様々な人権課題に対応し た人権教育の充実を 図り ま す。
・ 人権問題を 広く 市民に考えても ら う ため、 各種人権啓発資料の作成・ 活用を 図り ま す。
・ 学校・ 家庭・ 地域と 連携し た各種研修会を 実施し 、 人権課題について正し い理解と 認識を 育
　 むよ う 努めま す。
・ 児童生徒の心身の成長過程に応じ て、 人権尊重の意識を 高め、 一人ひと り を 大切にする 教育
　 を 計画的に推進し ま す。

(4 )人権教育の推進
担当課

地域教育支援課

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 人権啓発資料作成　 人権カ レ ン ダー30, 000部
・ 人推協だよ り 『 人権かわご え』 （ 年2回） 各30, 000部発行
・ 人権作品集『 あけぼの』 を 2, 600部発行、 『 あけぼの』 を 活用し た授業実践
・ 人権教育推進事業　 委嘱公民館3館・ 委嘱校12校
・ 人権教育推進事業における 実践や授業研究会の記録等を 『 川越市の人権教育』 （ 人権教育
　 実践集録） と し てま と め、 200部発行
・ 人権絵画展「 いのち・ こ こ ろを 大切にする 絵画展」 を 市立美術館で開催　 3日間415名

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 高所作業台、 燻蒸庫排水管等の修繕を 実施（ 博物館）
・ 来館者用ト イ レ 改修工事を 実施（ 博物館）
・ 防災設備等の設備保守点検を 実施（ 博物館）
・ 店蔵耐震化工事請負契約を 締結・ 着工（ 蔵造り 資料館）

現 状 ・ 課 題

・ 資料運搬用エレ ベータ ー、 非常照明設備用蓄電池設備など 施設設備が老朽化し ていま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵の工事請負契約を 締結し 、 令和8年度ま での工期で着工し ま し た。

・ 博物館の施設設備の改修を 進める 必要があり ま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵耐震化工事について計画通り 進めていく 必要があり ま す。
・ 耐震化事業は長期化が見込ま れま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 博物館については、 老朽化、 破損し た箇所の修繕を 順次進めま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵耐震化工事について、 関係各所と 連携し て、 引き 続き 適切に施工管理し
　 ていき ま す。

細 施 策 ①人権教育の充実

人権作文・ 標語・ 絵画応募総
数（ 点）

695 726 724

細 施 策 ④博物館・ 蔵造り 資料館の整備

施 策 の 内 容
・ 社会教育施設及び観光拠点施設と し ての機能を 充実さ せる ため、 博物館の整備を 図る と と も
　 に、 蔵造り 資料館の耐震化を 着実に進めま す。

担当課

博物館

(3 )市立博物館の充実

・ 人権啓発資料や人権教育に関わる 成果物を 作成し 活用する こ と で、 同和問題を はじ めと する
　 様々な人権課題に対応し た人権教育を 推進する こ と ができ ま し た。

・ 同和問題を はじ めと する 様々な人権課題を 解決し 、 差別のない明る い地域社会を つく る ため
　 にも 、 学校・ 家庭・ 地域が三位一体と なり 、 連携を 強めた取組を よ り 一層推進し ていく 必要
　 があ り ま す。

・ 連携を 深める 取組の一つと し て、 当課で所管する 川越市人権教育推進協議会主催の人権啓発
　 フ ィ ルム 研修会や人権教育実践報告会の実施に当たり 、 子ど も 会育成会やＰ Ｔ Ａ 、 ま た教職
　 員等が、 各種テーマに基づき 意見交換を する 場を 設け、 相互理解が深ま る よ う にし ていき ま
　 す。
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

細 施 策 ③関係機関・ 団体等と の連携

施 策 の 内 容
・ 関係機関・ 団体等と 連携し た教育活動を 推進し ま す。
・ 自治会等と 連携し た教育活動を 推進し 、 学習の場と し ての集会所事業を 推進し ま す。

成 果 実 績

施 策 の 内 容
・ 様々な人権課題の解決を 目指し 、 市民一人ひと り が正し い認識を 深める ため、 人権教育指導
　 者養成に努めま す。
・ 様々な人権課題を 網羅的に扱う よ う 、 計画的に教職員研修を 行いま す。

成 果 実 績

細 施 策 ②人権教育指導者の養成

公民館における 人権教育指導
者養成講座参加者数（ 名）

1, 265 1, 899 1, 441

令和5 年度の
主 な 実 績

(4 )人権教育の推進
担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

・ 公民館における 人権教育講座の実施　 市内18公民館　 27講座　 参加者1, 441名
・ 人権教育指導者養成講座を 川越市小堤集会所協力委員会で実施　 4回　 参加者109名

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 持続可能な集会所事業の実施に向けて、 集会所事業の在り 方を 大き く 見直すと と も に、 各種
　 講座一つ一つの目的や内容を 再構築し ていき ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 各公民館や小堤集会所において、 人権教育講座や人権教育指導者養成講座を 計画通り に実施
　 する こ と ができ ま し た。

・ 市民セン タ ー構想によ る 公民館事業の見直し に伴い、 人権教育講座の事業確保が課題と なっ
　 ており 、 人権教育講座の在り 方を 見直す必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 人権教育講座の実施方法について、 複数の公民館によ る 合同開催も 可能と し たり 、 一つの講
　 座に対する 参加対象者を 拡大さ せたり する こ と で、 よ り 多く の市民が人権に対する 正し い理
　 解を 深めら れる よ う にし ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市小堤集会所習字教室　 24回　 参加者657名
・ 川越市小堤集会所事業
　 　 フ レ ン ド ス ク ール　 2回　 173名
　 　 女性講座　 　 　 　 　 3回　  43名
　 　 成人・ 高齢者講座　 4回　  74名

現 状 ・ 課 題

・ 小堤集会所事業について、 コ ロ ナ禍前のよ う なかたちを 目指し て実施する こ と ができ ま し
　 た。 特に、 フ レ ン ド ス ク ールや成人・ 高齢者講座における 視察研修や、 集会所事業の集大
　 成でも ある 集会所ふれあいま つり を 4年ぶり に実施する こ と ができ 、 多く の方から 充実し
　 た感想を 得る こ と ができ ま し た。

・ コ ロ ナ禍を 経たこ と で、 こ れま で慣例と し て進めてき たこ と など に理解を 求める こ と が難し
　 く なっ ており 、 集会所事業の在り 方を 見直す必要があり ま す。

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

ふれあ いま つり 参加者数
（ 名）

― ― 161
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